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01
ブランドの物語



ブランドの物語 ブランドの由来

ARISTON®

ARISTON はイタリア語ARISTO+Nに由来し

、

「Wayou製造」

古典ギリシャ語の「最上の人・支配」を由来とする

「アリストクラシー（Aristocracy）から取られており、

「優れた者による支配」という意味があります。

「高雅なものを、高貴な人へ」

それがARISTONブランドの理念であり、

私たちは、

お客様にとって最良の品質、最良の商品でありたいと努めています。



ブランドの物語 商標登録



02
NMN概要



NMNの概要 老化の基本原理

NMNを理解するためには、NAD+の仕組みを理解する必要がある。

加齢とともに体内のNAD+生成量は減少し、この欠乏こそが人類の加齢現象の主要因とされている。



NMNの概要 老化遅延の原理

・年齢を重ねるにつれて、人体がNAD+ を生成する速度は絶え

ず遅くなり、 NAD+の減少こそが人類の老化の主な原因です。

・ NAD+ は 、 100年前にアーサー・ハーデン勲爵士

(Knight)によって発見された小分子化合物で、煮沸した

酵母抽出物中に存在します。これは生命活動をサポートす

る物質です。例えば、細胞呼吸の過程で過酸化還元酵素および

脱水素酵素の補酵素として働き、摂取した栄養物質の分解を助

け、エネルギー源のATPおよび長寿のSirtuinを生成します。

・生物は、摂取したNMNを通じてNAD+へと変換します。

NMN
摂取

NAD+
へ転換

ATP Sirtuin



NMNの概要 NMNとは

NMN

・NMNの正式名称はβ-ニコチンアミドモノヌクレオチドで，化学式

はC11H15N2O8Pです。これは自然界に存在する生物活性のあるヌクレ

オチドです。構造上、この分子はニコチンアミド基、リボース、リン

酸基で構成されています。

・NMNは全ての生物体に存在する補酵素であり、生命活動に不可欠

です。最新の研究では、NMN は老化現象を遅延させる作用が期待さ

れています。



NMNの概要 NMNの補給

NMNを理解するためには、NAD+の仕組みを理解する必要がある。

加齢とともに体内のNAD+生成量は減少し、この欠乏こそが人類の加齢現象の主要因とされている。

人体がNMNを補給する主な経路

は食物の摂取からです。

NMN含有量の豊富な食べ物

ブロッコリー、枝豆

NMN：11.2mg/kg

NMN：18.8mg/kg

42kg/１Day

25kg/１Day

化学研究によると

人体に必要なNMN補給量は：

8mg/kg/１Day

体重60kg

500mg/天
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Ariston®の製造工程の優位性



Ariston®製造工程の優位性 Ariston®NMN原料

Ariston®NMN
300mg/粒

ブロッコリー
4800個

枝豆
24000個

+
ケルセチン 鹿プラセンタ

アントシアニン レスベラトロール

腸溶性カプセル

純度99.9%NMN

原料を使用

多種類の機能成分

を添加



製品産地

NMN製造 NMN精製 製品化

製造から最終的なカプセル封入まで、完全に日本製造です。

Ariston®工製造工程の優位性



製造工程表Ariston®の製造工程優位性



酵素生物合成法Ariston®の製造工程優位性

最新特許生産技術である新酵素生物合成法を採用している。

新酵素 发酵手順 分离→精製→高纯度実現 量産品質統一検査

VS

化学合成生物合成

廃棄物が有り、環境に害

安全性が低い

有機溶剤が必要

コストが高い

公害無し

安全性が高い

酵素触媒，高效率

コストが低い



04
製品紹介



Ariston®NMN製品の効果製品紹介

眼機能の改善

循環器系の改善

間接老化の改善

内脏脂肪型肥満の改善

骨密度の改善

免疫細胞の増加



Ariston®NMNの対象者製品紹介

中高年層の人々 免疫力が低い人々 疲れやすい人々

運動不足の人々 体型が肥満の人々 更年期の人々



製品仕様製品紹介



Ariston®の検査と認証

JFIC试验成绩证明书

製品紹介



Ariston®の検査と認証

美国GRAS认证 AHF Halal认证

製品紹介
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01
ブランド紹介



名前の由来ブランド紹介

エゾシカ（蝦夷鹿 Ezo Deer）なぜ蝦夷鹿と呼ば

れているのか。実際、蝦夷はかつて北海道の称号で

「蝦夷地」と呼ばれていましたが、北海道は現在は基

本的に蝦夷地とは呼ばれていません。しかし地理的・

生物学的な分類の接尾辞として、北海道の分類亜種の

多くは「蝦夷」を前面に付けており、例えばエゾシカ、

蝦夷ホタテ、蝦夷エビなどです。       

江戸時代以降、大和の人々(日本人)は「異なる文化を

持つ異なる民族集団」であるアイヌ族を「蝦夷」と呼

んでいます。 アイヌ族の人々の多くは北海道に住んで

いたため、北海道は「蝦夷地」とも呼ばれ、1869年8

月15日(明治2年)に正式に「北海道」と命名されました。

蝦夷鹿という名前は、アイヌ族が暮らす北海道が

日本人から「蝦夷の地」と呼ばれているため、ここに

生息する野生動物の一つである野生のカジカが蝦夷鹿

と呼ばれていることに由来します。

蝦夷=北海道



企業理念

自然と人と北海道。

どんなに世の中が進んでも、

自然がなければ人は生きていけません。

その自然にあふれた北海道を

わたしたちは守り、

活かしていこうと思います。

このため、当社は「自然と人、そして北海道」という長期的な発展計画を打ち出しました。これは、私たちが生活するうえで頼りに

している身近な環境として、「北海道」を一つの舞台と捉えています。私たちは自然の資源を一方的に搾取するのではなく、自然界の

食物連鎖のバランスを尊重し、大自然の恵みを守りながら活用しています。

「恩返し」という考え方こそが、最も適切な説明かもしれません。生命力あふれる北海道の大地は、エゾシカをはじめとする多様な

生物、そして私たち人間など、すべてに生きる力を与えてくれます。私たちは効果的に開発・利用を進めると同時に、北海道が今後も

豊かに繁栄し、次世代へと引き継がれていくよう努めています。

ブランド紹介



ブランド紹介 商標登録
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蝦夷鹿の概要



蝦夷鹿の概要 生態系へ影響

木の枝や葉が破壊される

蝦夷鹿にかじられた貴重な木の枝や葉

木の樹皮が破壊される

角でこすり落ちた木の樹皮

下層植生の衰退

樹皮をかじる

食害による土地の砂漠化

蝦夷鹿にかじられた植生 蝦夷鹿に食べられた木々



蝦夷鹿の概要 地方の対策

政府はエゾシカ (Ezo Deer) の駆除を試みています。

・2014年4月に「北海道エゾシカ (Ezo Deer) 対策推進条例」が施行され、捕獲頭数に対して個体管理が実施されてい

ます。

・捕獲数の増加により、農林業などの被害は減少しているものの、根本的な解決には至っていません。

・捕獲後の (蝦夷鹿) 個体の有効利用を推進しています。



蝦夷鹿の概要 虾夷鹿の有效利用

骨

皮

角

血

肉

筋

内
脏

胎
盘

鹿
脂
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蝦夷鹿油紹介



蝦夷鹿油の紹介

なぜ蝦夷鹿は日本の鹿の中で際立っている

のでしょうか?

野生の蝦夷鹿は北海道の深い森林に生息し、

自然の恵みを受けています。 毎日、私たち

は人間が化学肥料で育てた作物を食べるの

ではなく、北海道の自然や自然林の食材を

食べています。 これらの自然の水と食物は

蝦夷鹿の血と肉を養い、最終的には独特の

蝦夷鹿を形成します。

残念ながら、個体数の増加により、蝦夷鹿

は様々な影響を防ぐために害獣として根絶

されるべき存在として指定されています。

殺された以上、自然から与えられたすべて

の贈り物を効果的に活用したいと考えてい

ます。 だからこそ、私たちは蝦夷鹿に特別

な愛着を持っています。

蝦夷鹿油の利点



蝦夷鹿油の紹介 蝦夷鹿油の利点

中国最古の医学書「新修本草」
は国宝に指定されており、奈良
時代から日本に伝わり、平安時
代に広く流通しました。

『新修本草』の『神農本書』には、
鹿油は大きな鹿の脂肪であり、悪
性膿瘍や硬い潰瘍を除去し、皮膚
を柔らかく回復させることができ
ると記録されています。

さらに、鹿肉はタンパク質が豊富で脂肪が少なく鉄分も豊富です。
現在では、栄養価の高い健康食品として注目を集めています。

忙しい仕事やバランスの取れた食習慣による乾燥肌や髪は、現代人
の健康を脅かす大きな頭痛の種となっています。 シカの精髄を凝
縮するシカ油は、この問題を解決する手段と手段を提供します。

中国の人々の治療薬と
して長く、足の付け根
の火傷や引っかき傷、
ひび割れの軟膏として
も使われてきました。
日本でも狩猟者たちは
互いにそれを分配し、
同じように使っていま
した。 鹿の脂肪は飽和
脂肪酸が豊富で、石鹸
やシャンプーに混ぜる
と高い保湿力がありま
す。

鹿脂（Deer Fat）
成分番号：563967 （Japan）
原料報送碼：004453-03890-9512（China）

定義 本品は、シカの脂肪組織から得られる脂肪油である。

中文
名称

鹿脂肪 (国際化粧品原料標準中文名称目録(2010))
鹿脂肪 (已使用化妆品原料名称目录（2015版）)

配合
目的

閉塞剤



蝦夷鹿油の紹介

エゾーシカ油には主に3つの脂肪酸が含ま

れています。 (脂質成分約80%を含む)

パルミチン酸

皮脂腺の増加を抑制し、抗酸化作用があり、

しわやニキビのケア、アンチエイジングに

効果的に使われています。

ステアリン酸

角質層に浸透して柔軟性を高め、肌の保湿

や抗菌効果が期待されています。

オレイン酸

皮膚表面に弾力膜を作り、保湿に効果的で

す。

蝦夷鹿油の主成分



蝦夷鹿油の紹介

脂質成分に加え、エゾ鹿油も含まれます

鹿の骨から抽出された鹿油

細胞レベルを抑制する炎症反応があります

(Hyunji ら 2014年、Hyeon-Son ら年 2016年)

ステアリン酸とオレイン酸

優れたコレステロール低減効果があります

(Fukushima et al. 1999、Natali et al. 2007)

※ パルミ酸は動脈硬化を抑制する機能があり、コ

レステロールを下げる効果もあります。 (Hayesら

1991)

蝦夷鹿油の主成分
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製品の紹介



We learn from fundamentals in nature.

「蝦夷鹿油」シリーズ
日本では2017年4月7日に初発売され、

令和元年にリニューアル

R

「蝦夷鹿油」シリーズ
販売は2018年春から発売

R

「ARISTO」シリーズ
2022年春から発売

R

精华液、洗手液、洗面奶、化妆水、洁面水
好评热卖中

ホテル用のバスキット

2023年に「北のブランド」として認定され

製品の紹介 人気商品

NMN9000

鹿力王＆鹿王精



製品の紹介 製造工程表



製品の紹介 馬鹿油



製品の紹介 鹿力王



製品の紹介 鹿力王成分



製品の紹介 シリーズ商品



製品紹介 シリーズ商品



製品紹介 シリーズ商品
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報道&認証



We learn from fundamentals in nature.

「蝦夷鹿油」製品はこれまでに多くのメディアで紹介されています。

また、多くのウェブニュースにも掲載されています。

認証メディア報道



認証

北海道知事 からの感謝状 札幌商工会議所 SDGs総合賞

メディア報道
「北のブランド」認証

江別市市長からの感謝状



06
販売プラットフォーム



販売プラットフォーム製品紹介

AEON Lake Town

東京関東サークル

展示販売 On Line EC(国境を越えたEコマース)



販売プラットフォーム製品紹介

2019年の上海化粧品展では、2

時間にわたる「北海道蝦夷鹿油

の純粋な旅」のオンラインライ

ブ配信が1,0922万人のオンラ

イン視聴者と655,975の「いい

ね」という記録を樹立しました。



最後まで

ご拝読

ありがとうございました。
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